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新機能のご紹介

AI機能
教えて！Alkano先生

サーバー内の他のユーザーやAIエージェントと分析について議論

様々な話題（トピック）について、サーバー内の他ユーザーやAIエージェントと議論することができます。

AIエージェントに議論の内容を要約させたり、ユーザーからの質問に回答させることもできます。

※AIエージェントをご利用いただくには、Microsoft 社の Azure OpenAI Service との契約が必要です。

AIエージェントと分析に関する議論を行った例 AIエージェントに議論の内容を要約させた例

ユーザーからの質問

AIエージェントからの回答

議論の要約
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新機能のご紹介（バージョン1.3.2）

AutoML

Auto Modeling 将来予測 設定画面

Auto Modeling 将来予測 アイコン

時系列データが将来どのように推移するか、自動で簡単に予測

Alkano 新機能である Auto Modeling 将来予測アイコンでは、定期的に計測さ

れている時系列データに対して、日時を表すタイムスタンプ列と分析したい予

測対象列を指定するだけで、今後どのように推移していくか簡単に予測するこ

とが可能です。また、予測対象列に影響を与えているであろう他の変数の情報

を外生変数として指定することもできます。

Auto Modeling 将来予測アイコンはAutoML機能として、

60秒間（変更可能）モデルの構築と評価を繰り返し、最

適なモデル・パラメータを自動探索します。

また、試行錯誤の必要な特徴量作成も、将来予測でよく

使われる特徴量が自動生成され分析に利用されます。

探索の過程での精度指標スコアの推移や、変数が予測対

象列に与える影響の度合いも確認することができます。

精度指標スコア推移の出力
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新機能のご紹介（バージョン1.3.2）

AutoML
Auto Modeling 将来予測 アイコン

時系列データが将来どのように推移するか、自動で簡単に予測

Auto Modeling 将来予測アイコンでは、自動的に作成された特徴量がどうモデルに影響しているか、

モデルの特性を踏まえて自動的に可視化します。

ベストモデルとして Prophet が採用されたときの特徴量情報

時系列のトレンド成分、季節成分、その他の成分の状況を

視覚的に確認することができます。

ベストモデルとして ARIMA が採用されたときの特徴量情報

自己回帰や移動平均などの自動的に算出される成分、

および外生変数の係数情報を確認することができます。
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新機能のご紹介

AutoML
時系列モデル更新アイコン

過去に作成した将来予測モデルを最新のデータでリフレッシュ

時系列モデル更新アイコンでは、Auto Modeling 将来予測アイコンで作成したモデルの時系列情報を、

お持ちのデータで置き換え更新することができます。

これにより、過去に作成した将来予測モデルを新たなデータに合わせて使い続けることが可能になります。

過去の将来予測モデル

新たなデータ
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✓推論モニターの表示
ノード内に推論モニターが表示されるようになり、

複数の推論状態を一覧しやすくなりました。

✓グループ化
ノードをグループ化し、ダイアグラムを整理できる

ようになりました。複雑なネットワークを見やすく

整理できます。

✓因果マッピングとの連携
因果マッピングで設定したスタイルを自動で継承す

るようになりました。スタイルの再設定に手を煩わ

せません。

✓推論結果の一覧表示
推論モニターの結果が表形式で一覧表示されるよう

になりました。モデルの状態をクイックに把握でき

ます。

その他にもスムーズにダイアグラムを操作できるよ

うな便利な機能を搭載しています。

機能
強化
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ネットワーク編集

触れて理解する、新しい仮説検証。

新機能のご紹介（ベイジアンネットワーク）

主なアップデート

「ネットワーク編集」アイコンのUIを大幅にアップデートし、大規模なネットワークを

俯瞰してみやすくなりました。各種デザインやユーザービリティを調整することにより、

従来よりも手触り感が良くなりました。

また、「因果マッピング」アイコンで作成した因果ダイアグラムのスタイルを継承する

ようになり、因果関係の整理や仮説立案から仮説検証までグラフィカルな連携を強化。

一気通貫でダイアグラムを俯瞰できるようになりました。
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アップデート内容のご紹介（ベイジアンネットワーク）

特徴
推論モニター

推論状態の表示がノードの近くに。

推論モニターがノードに埋め込まれ、ノードのすぐ近くに表示されるため、各ノードの推論状態を見つけやすくなりました。

従来の機能はそのままに、複数状態の表示も可能となり、ダイアグラム上での一覧性が向上しました。

推論モニターの表示
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アップデート内容のご紹介（ベイジアンネットワーク）

特徴
グループ化

変数間の依存関係を視覚的に整理

変数をグループ化する機能が追加されました。変数をグループ化することにより、変数間の依存関係を視覚的に整理できます。

グループ化をすることで、変数が大量にある場合でも一覧性が確保されます。

グループは「ダイアグラム上で手動作成」もしくは「因果マッピングからの自動スタイル継承」により設定できます。

グループ化で
ダイアグラムを整理
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アップデート内容のご紹介（ベイジアンネットワーク）

特徴
因果マッピングとの連携

因果関係の整理や仮説立案から仮説検証までスムーズに連携

「因果マッピング」アイコンで作成した因果ダイアグラムのスタイルを継承するようになりました。

「因果マッピング」アイコン上で事前に検討した因果関係の整理や仮説立案の結果をネットワーク編集上でも同様に扱うことができ、

一気通貫でダイアグラムを俯瞰できるようになりました。

因果マッピング ネットワーク編集

スタイルを継承
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アップデート内容のご紹介（ベイジアンネットワーク）

特徴
推論結果の一覧表示

ネットワークの状態をクイックに確認

推論モニターの結果が表形式で一覧表示されるようになりました。事前確率と事後確率の差分が１つの画面上でクイックに確認でき、

ベイジアンネットワークとのインタラクティブな分析が便利になりました。

推論結果を俯瞰して簡単に確認できるため、ベイジアンネットワークを深掘りして分析するプロセスが高速化されます。

エビデンス

事後確率の計算結果 リフト値

推論結果一覧を
すぐに確認可能
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✓グラフの追加
感度分析が作る次の分析結果をまとめたグラフがデ

フォルトで生成されるようになりました。

・相互情報量

・各エビデンスパターンに対するリフト値

✓フィルタ機能
グラフで表示する目的変数や表示件数、スタイルな

どをインタラクティブに変更し、結果を確認できま

す。

機能
強化
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感度分析

可視化を活用し、微細な変化をとらえる

新機能のご紹介（ベイジアンネットワーク）

主なアップデート

網羅的にエビデンスのパターンについて分析するだけでなく、その結果がグラフでまとまっ

て出力されるようになりました。グラフ作成の手間が減るのはもちろんのこと、

グラフを確認することで、エビデンスパターン間の確率値の変化が捉えやすくなっています。
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新機能
係り受けの抽出

単語どうしの係り受けを抽出・集計することで、テキストの意味内容に迫るような分析

がより簡単に実行できます。また「ネットワークからの話題抽出」機能と組み合わせれ

ば、データ全体の係り受け関係を可視化するネットワーク図を作成できます。

新機能のご紹介（テキスト）

主な機能

単語どうしの意味的なつながりを抽出・集計
✓テーブル形式・ネットワーク形式で結果出力

テーブル形式のデータは各種分析にスムーズにつ

なげることができます。ネットワーク形式のデー

タは「ネットワークからの話題抽出」に対応して

います。

✓抽出条件の設定

係り受けの頻度や、係り受けに含まれる単語の品

詞・態度表現を指定できます。分析ニーズに合っ

た係り受けのみを抽出することが可能です。

新機能
ネットワーク表示用データへの変換

より柔軟なネットワーク可視化を支援

所定の形式のテーブルデータをネットワーク表示用データへ変換する機能です。これにより「ネットワークからの話題抽出」機能で可視化できる

データの幅がさらに広がります。

テキストの話題を把握テーブル形式で結果確認
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新機能のご紹介

機能
強化 可視化画面の別タブ化

可視化画面の内容をより広い領域で確認できるようにするため、ブラウザの別のタブ内に表示できるようにな

りました。

別タブで表示した内容は、元のワークフローと連係します。

別タブで表示

機能
強化
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新機能のご紹介

機能
強化 パラメータ設定画面の複数表示

関連する複数のアイコン設定内容を相互に確認しながら作業できるようにするため、複数のアイコン設定画面

を同時に開くことができるようになりました。

機能
強化
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株式会社 NTTデータ数理システム

      

お問い合わせ・詳細：
株式会社NTTデータ数理システム
https://www.msi.co.jp/solution/alkano/
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